第２３回大阪府新公会計制度アドバイザリー会議　議事要旨
日　時：平成２４年２月１０日（金）１４時００分から１８時００分
場　所：府庁新別館北館４階　職員会議室７・８
出席者：新公会計制度アドバイザー（小幡寛子氏、武田宗久氏）

　　　　清水涼子監査委員
会計局長ほか、新公会計制度グループ員６名、財産活用課ほか９名
◎アドバイザーの主な意見
【財務諸表の活用について】

· 財務諸表の活用については、例えば事業別、部局別及び全体という財務諸表のレベルに分け、活用方策を整理していただきたい。
· 財務諸表を活用した目標設定及び実績評価などの位置付けや、予算編成での活用など、関係機関と検討し適正に取り扱っていただきたい。

【減損会計について】

· 減損の兆候を判断する指標に関する基本的な考え方は妥当と考えられる。

　　＜基本的な考え方＞

・土地、建物及び工作物は、庁舎系、施設系及びインフラ系に区分し、インフラ系の建物及び工作物以外は利用する面積や利用者の実績等に応じた指標とし、インフラ系の建物及び工作物は個々の行政目的に応じた指標で設定

・動産、重要物品、リース資産、ソフトウェア及び無体財産権は、主に使用するのが職員か府民かで区分し、取得時に目標使用回数等が設定可能なものは使用実績に応じた指標とし、その設定が困難なものは建物及び工作物と同じ指標で設定
· 庁舎系の建物において、改修工事中又は工事予定の床面積は、指標の分母及び分子からは除くことが適当であると考えられる。

· 庁舎系建物の一部を民間に貸し付けている場合、商業用スペースとして収益性を目的としているものについては、資金生成資産として別の減損の基準を適用すべきである。

· インフラ系の指標設定にあたって、道路について土木事務所単位で考えられているが、路線ごとで設定するのが適切と考えられるので、再検討をしていただきたい。

· 個々の施設の指標の設定にあたって、各部局や各所属と意見が異なるものについては、今回出た意見を踏まえて再調整していただき、次回会議で報告していただきたい。
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